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議 題 

１ 開 会 

２ 議 題 

（１）地球温暖化対策実行計画実施状況報告書について 

（２）（仮称）さがみはら脱炭素ロードマップの策定について 

３ その他 

 



議 事 の 要 旨 

主な内容は次のとおり。 

１ 開会 

宮崎環境共生部長挨拶の後、次第に従い議事を進行した。 

２ 議題 

（１） 地球温暖化対策実行計画実施状況報告書について 

 地球温暖化対策実行計画実施状況報告書（令和元年度報告）について、事務局より

説明を行った。 

 

（藤倉委員） 

Ｐ２５の水素ステーション設置について、水素の原料や生産過程によりＣＯ２

排出の有無や量に違いがあり、その由来等によりグリーン・ブルー・グレーなど

に区別される。市内にも新たな定置式水素ステーションが設置されているが、こ

こで使用される水素はどのような由来か。 

（事務局） 

現在水素ステーションで供給される水素は、化石燃料から取り出されたもの

を使用しており、生成の過程ではＣＯ２も排出されていると聞いている。将来

的には、太陽光や風力で作られた電気を利用した、水の電気分解により生成さ

れる水素を使用する事がベストであると考えている。 

 

（藤倉委員） 

Ｐ３０のごみ焼却熱の有効利用について、清掃工場の焼却炉の熱を利用し発電

を行って工場内の電力を賄っていることや、余剰分を電気事業者に売電をしてい

ることは以前より承知している。ごみ焼却から発生する熱エネルギーを清掃工場

の周辺で発電以外に有効利用するような事は行われていないのか。 

 （事務局） 

現在把握している範囲では清掃工場から蒸気を供給し、隣接する温水プール

や県の温室で熱利用を行っている取組がある。また、発電された電気の余剰分

は売電を行っている。その売電収入の一部は地球温暖化対策推進基金で積立を

行い、温暖化対策事業にも役立てられている。 

 

（牛尾委員） 

資料２推進会議からのコメントの中で、「民生家庭部門、民生業務部門では、エ

ネルギー使用量が減少していることから省エネ・創エネの取組が着実に進んでい

るものと考えられる。」となっているが、個人的には省エネ・創エネの取組が着実

に進んでいるとは感じられない。Ｐ６の民生家庭部門の欄には「世帯あたりのエ



ネルギー使用量の減少」という記載があるが、この記載の根拠をお示し願いたい。 

 （事務局） 

平成２９年度と平成３０年度の世帯数を比較すると、本市の世帯数は１．

３％増加していること。また、エネルギー需要量の比率で電力１．９％、ＬＰ

Ｇ２．４％の減少がそれぞれみられることから記載した。 

 

（井上委員） 

Ｐ１２の公共施設への太陽光発電設備導入について、公共施設以外への太陽光

発電設備の導入状況については把握しているのか。 

 （事務局） 

民間で行われている太陽光発電設備設置の導入状況については直接把握し

ていない。今後の脱炭素社会実現に向けた全市的な取組を行う上では、民間で

導入している再エネ発電設備の導入状況についても把握が必要であると考えて

いる。 

 

（田中会長） 

Ｐ３５の事務事業編について、市の事務事業に伴うＣＯ２の排出状況について

は、本来であれば市としてＣＯ２排出量の削減に取り組み、削減目標を達成する

ことが必須であるが、排出量の削減目標を達成できていない状態となっている。

この点については推進会議からのコメントで言及していないため、盛り込むべき

であると考える。 

（事務局） 

コメント部分も含め、会議終了後１週間ほど各委員から意見を募ったのち、

事務局でコメント案を作成し、委員の皆様にご確認いただきたい。 

 

 

（２）（仮称）さがみはら脱炭素ロードマップの策定について 

 （仮称）さがみはら脱炭素ロードマップの策定について、事務局より説明を

行った。 

 

（藤倉委員） 

主な取組について、ＣＯ２削減に向けては、プラスチックごみ削減は非常に重

要だと考える。新型コロナウィルス感染症の拡大で、住宅にいる人が多く、プラ

スチックごみも増加している。先導的な取組として、プラスチックごみ対策も強

調してはどうか。 

 

また、主な取組について、脱炭素型のまちづくりの先導的な取組として、ＺＥＨ



の補助金拡充などの記載があるが、補助金だけではなく、建築物の環境性能（脱

炭素化）で評価し格付けする手法（ＣＡＳＢＥＥ）のような制度と連動するよう

な施策を検討してみてはどうか。 

 

 （田中会長） 

  主な取組について、住宅や建築物を建てる際の他の施策の権限に踏み込むよう

な取組が必要なのではないか。また、環境影響評価条例などへの反映も検討して

はどうか。 

 

（牛尾委員） 

  資料５の主な取組は、２０５０年の目標なのか。記載方法を、工夫したほうが

良い。 

また、主な取組のうち、歩行者・自動車にやさしいまちづくりの推進について、

市内においても自転車道の整備が進んでいると感じている。引き続き進めていた

だきたい。 

 

（加藤委員） 

  削減目標について、２０３０年の削減目標だけではなく、施策ごとの削減目標

を示したほうが良いのではないか。 

 （事務局） 

   施策ごとの削減目標については、今後示される予定の脱炭素社会の実現に向

けた国の施策や地球温暖化対策計画の見直しに基づき、市地球温暖化対策計画

の改定時に示していく予定である。 

 

（井上委員） 

   その他について、今年度から、新たに森林政策課が創設され、森林整備促進に

力を入れていくと聞いている。脱炭素社会の実現に向けて、森林整備は必要であ

ることから、引き続き取組を進めていただきたい。 

 

（竹内委員） 

先導的な取組に、公用車の電動化とあるが、環境面だけではなく、防災対策を

踏まえ、蓄電池や充電設備の整備促進も追記してはどうか。 
 

 （香川委員） 

   資料の中で和暦標記と西暦表記が混在している。西暦に統一したほうが、掲げ

られる２０３０年、２０５０年の目標値も含め分かりやすい。 



 

 （田中会長） 

主な取組について、新型コロナウイルス感染症対策として新しい生活様式への

変容が求められているのと同様に、市民が脱炭素型ライフスタイルへの行動変容

を行政として強力に進める必要がある。 
   また、計画の位置づけについて、ロードマップと地球温暖化対策計画との位置

づけを明確にする必要がある。 

ロードマップは、市の２０５０年脱炭素化の表明や、国の新たな４６％削減目

標を踏まえ、現行の地球温暖化対策計画の取組を強化し、国の施策などに基づき、

地球温暖化対策計画を改定するまでの中間的なまとめとして整理していることを

しっかり明記した方が良い。 

 

 



相模原市地球温暖化対策推進会議委員出欠席名簿 

 

 氏  名 所 属 等 備 考 出欠席 

１ 田中 充 法政大学 社会学部 教授 会 長 出席 
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